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を持っている。 また、 一関市にとっても 飲食
」
という点で観光客のニーズに応えきれていない面があり、気仙沼市と 連携 はメリット
あ
る。
 
 
そこで、気仙沼市と一関市が連携して、観光
ＰＲやツ
アー・イベントの提供などを行うこと
で、気仙沼市の「水産物などの飲食
」や「自然
景観
」 、一関市の「平泉の史跡・文化的景観」を
パッケージとして一体的に提供できるようになる。それにより、観光客の多様なニーズに応えることが可能 なると考えられる。実際、気仙沼市の観光コンベンションセンターへの現地調査の中では、震災対応に追われながらも、気仙沼市と一関市で観光について協力関係を構築すべく協議が行われているという話があった。
 
 ■
おわりに
 
  
気仙沼市の事例で述べた
ように、被災地の観
光政策においては、他地域との連携により多様な観 のニーズに応えられるようにすることが重要である。また、東日本大震災で被災したという経験は、防災学習の観点からの「被災地観光」につながる可能性もある。修学旅行などにおいて、現地の傷跡を見て、津波
の体験などを
直接聞くことは、貴重な防災学習の機会となり得る
。これは被災地だからこそできる観光の形
態であり、 「被災地観光」の推進は復興に資する観光政策になると思われる。
（文責
 中原一弥）
 
